
雲のでき方　標準問題　解説
中学2年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（上昇気流がある所）

上昇気流がある所では、空気が上昇して膨張し、温度が下がるので雲ができやすくなります（低気圧の中

心・前線付近・山の斜面など）。

よくあるまちがい：上昇気流＝雲ができやすい、下降気流＝晴れやすい。

問2　答え：イ（ふくらむ）

上空ほどまわりの気圧が低いので、上昇した空気のかたまりは膨張します。

よくあるまちがい：上昇→まわりの気圧が下がる→膨張。

問3　答え：ア（下がる）

空気は膨張すると温度が下がります。そのため、上昇した空気はやがて露点に達します。

よくあるまちがい：膨張→温度が下がる、圧縮→温度が上がる。

問4　答え：ウ（露点に達したとき）

空気の温度が露点まで下がると、ふくみきれなくなった水蒸気が凝結して小さな水滴になり、雲ができ始

めます。

よくあるまちがい：雲ができ始めるのは「露点」。

問5　答え：1000m

考え方

1. 下がる温度：25−15＝10℃

2. 高さ：10×100＝1000m

よくあるまちがい：気温そのものを100倍しない。露点までの「温度の差」を使う。

問6　答え：空気のかたまりが上昇する → まわりの気圧が下がり、膨張する → 温度が下がる → 露点

に達し、水蒸気が水滴になる

上昇 → 膨張 → 温度が下がる → 露点で凝結（水滴ができる）→ 雲、の順です。

よくあるまちがい：「膨張するから温度が下がる」というつながりを押さえる。

問7　答え：イ（雪）

氷の粒がとけずに落ちてくると雪、とけて落ちてくると雨になります。

よくあるまちがい：雨と雪のちがいは、落ちてくる途中でとけるかどうか。

問8　答え：下の例

線香のけむりの粒は、水蒸気が水滴になるときの芯（核）になり、水滴をできやすくする。一気に膨張さ

せると中の空気の温度が下がって露点以下になり、水蒸気が凝結して小さな水滴ができるので白くくもる。

採点のポイント：けむりは水滴ができるときの芯（核）になること／膨張で温度が下がり、露点以下で水

蒸気が水滴になること

よくあるまちがい：「けむりで白く見える」のではない。白く見えるのは水滴。
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